
【名称】
株式会社 末廣昆布 (SUEHIRO KONBU CO., LTD.)

【ホームページ】

【創業】

【設立】

【資本金】

【代表者】
代表取締役社長　常峰誠人

【主要取引先銀行】
三井住友銀行　兵庫支店
三菱UFJ銀行　 神戸支店
みなと銀行　　　本店 　　　　　他

【全国拠点一覧】
本 社 神戸市中央区東川崎町６－１－３
神 戸 工 場

明 石 工 場 明石市大久保町八木７４３－４３
明 石 第 二 工 場 明石市大久保町八木高僧３５２－１
明石新第二工場

東 京 支 店 東京都町田市図師町６１５－６
九 州 駐 在 所 福岡市西区石丸２－５－１１－１１１

【事業内容】
①昆布佃煮、昆布巻、しおふき昆布、和惣菜
②とろろ昆布、だし昆布、ふりかけ昆布
③わかめ、ひじき、釜めしの素

※上記製品の加工、製造、卸に関わる業務全般

4,800万円

https://www.suehiro-konbu.jp/

同上

同上

～ご挨拶～

私ども、末廣昆布では、素材の味を大切
に「おいしくて、体によいもの」という基本
姿勢のもと、最新の設備機器、徹底した
品質管理と衛生管理、そして、出来得る
限り「できたて」のおいしさと新鮮さをお
届けするための生産システムを通して
日々生産活動を行っております。食に係
わる一企業として時代の要求に機敏に
対応すべく社員全員、常に切磋琢磨し、
創意工夫をもって取り組んでおります。
どうぞ、今後とも末廣昆布の製品をご愛
用いただけますよう、宜しくお願い申し上
げます。

昭和5年5月8日

昭和33年4月1日

■会社概要

神戸本社・神戸工場

明石工場

ISO9001認証取得 公式ＨＰ 公式Instagram

東京支店



1930（昭和5年）5月

1950（昭和25年）5月

1958（昭和33年）4月

1963（昭和38年）5月
取締役 常峰昇次、代表取締役社長に就任

1963（昭和38年）８月
神戸佃煮工場竣工

1965（昭和40年）4月

1987（昭和42年）10月
神戸本社ならびに、神戸工場竣工

1968（昭和43年）8月
東京都町田市に関東営業事業所を開設

1975（昭和50年）8月
関東営業事業所を新築、移転

1977（昭和52年）2月
神戸本社に研究室を設置

1977（昭和52年）2月
名古屋市に中京営業所を開設

1978（昭和53年）5月
明石工場建設着工

1979（昭和54年）3月
明石工場竣工　研究室を同工場に移転・拡大

1979（昭和54年）3月
福岡市に九州駐在所を開設

1980（昭和55年）5月
創業５０周年を迎える

1983（昭和58年）6月
明石工場第二期工事が完了

1983（昭和58年）6月
「FACOMシステム80」導入

1988（昭和63年）7月

1989（平成元年）
関東営業所を新築・移転し、東京支店に改称

1992（平成4年）10月
明石工場第三期工事完了

1993（平成5年）8月
明石工場第四期工事完了、明石第二工場が竣工

1995（平成7年）1月

2006（平成18年）7月
明石新第二工場が竣工

2008（平成20年）3月
ISO 9001認証を取得

2019(令和元年)11月
公式ホームページならびにSNSを開設

ＮPO法人 日本もったいない食品センターと提携
(食品ロス低減に向けた取り組みを開始)

専務取締役に常峰 誠隆が就任

当社初となるオンラインショップ「味のすえひろ」を開設

稲荷市場(神戸市兵庫区)にて小売店業を開
業、昆布、塩干物の販売開始

　　阪神淡路大震災を被災

1945（昭和20年）３・６月

　  神戸大空襲を被災、終戦

「株式会社末廣屋総本店」を設立

「株式会社末廣昆布」に改称、製造・卸に業
態移行、全国的に拡大を計る

2023(令和５年)４月

2023(令和５年)７月

2020(令和２年)４月

「FACOM　K-240R」導入し、オンライン化

組織化をめざし「末廣屋総本店」に改称

沿革

レトルト殺菌釜(明石工場)

攪拌釜(明石工場)

包装ライン(明石工場)


